
◎家にとどまる
　＊ポストにタオルを下げる

　＊近隣の家が倒壊しているときは、救援に当たる 

 ＊本震に備えて玄関ドアを開けて避難路を確保する   

◎避難する
　＊揺れが止まってから電気のブレーカーを落とし、ガスの元栓を止める

　＊あわてず、靴やスリッパを履いて屋外に出る 

 ＊直下型地震では室内での被害が9割を占めています

班内に一ヶ所決めておき、

班防災担当者を中心に支援開始する場所

 ＊班防災担当者は班員の身の安全を確認し

　　避難誘導担当に状況報告する

 ＊集合してない家庭を確認し救出する

 ＊避難誘導担当は本部に状況を無線連絡する

 ＊救出応援は本部（会館）に無線連絡する

 ＊歩けない人にはシーツ等で4人で移動する

 ＊目や耳が不自由な人とは一緒に行動する

 ＊盲導犬・聴導犬・介護犬は一緒に救出する

三ツ沢小学校
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 （短期避難場所）

 火災や被害が広がった場合

 自宅に被害がない場合は戻る

(特に大規模火災時避難場所)

 安否情報共有のために集まる場所  自宅での生活が困難な場合

（ 一定期間避難生活する場所）

慰霊塔広場

火災や被害が甚大な時

翠嵐高校テニスコート横

三ツ沢小学校プール横(地域防災拠点)

東屋(北部公園)

ローラー滑り台下

慰霊塔前（広域避難場所）

自　宅 広域避難場所

　　　　　　　　　　         地　震　発　生　時　の　行　動    （三ツ沢南町町会避難ルール）

 いっとき避難場所 　　地域防災拠点　　班集合場所

震度６

ご近所との絆を深めよう！

家屋の倒壊や

火災の確認

地震発生！
＊火災発生の場合：大声で近隣に知らせ消火器で初期消火する

＊家族が下敷き・負傷した場合：大声で救助を求める

全員が無事で

身の危険が「ない」 場合

身の危険が「ある」場合

保存版 防災の手引き


